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0 . 序
1900年 4 月 14 日 、 共和国大統領ルベ Loubet の 臨席 の も と 、 フ ラ ン ス 国歌 〈 ラ ・ マ ル セ
イ エ ー ズ〉 と 世界的 な オペ ラ 作曲家 と し て 活躍 し て い た マ ス ネ の 〈 荘厳行進曲〉 が 高 ら か
に 演奏されて 第 5 回パ リ 万国博覧会の 開会式が行わ れた。 マ ス ネ の く荘厳行進曲〉 は 万博
の 開会式の た めに 特別に作曲 さ れた も の だ っ た。 パ リ 万博は こ れま で回 を 追 う ご と に 規模
が大 き く な っ て き た が、 今 回 は こ れま でに も 増 し て 大規模 に 聞 か れ、 入場者 は 5000万人 を
越 え た。 当 時 の フ ラ ン ス の 人 口 が3500万人であ っ た こ と を 考 え れば 驚異 的 な 数字であ る。
パ リ の 万博は他 の どの 都市で開 か れた 万博よ り も た く さん の 外国人 を ひ き ょ せ、 ま た、 自
国民を ひ き ょ せ た が、 特に 1889年 と 1900年の 2固の 万博は お 祭 り 的 な 要素が強 く な っ て い
た。 見物客に 近代科学 や テ ク ノロ ジ ー の 驚異を 教え こ む こ と か ら 、 しだ い に 客を楽 し ま せ
る方へと 力点が移 っ た の だ っ た。
会場では、 通常の 展示 の 他 に 、 数多 く の 式典や祭典が催された。 開会式や褒章授与式、
閉会式 な ど一般的 な 式典 に 加 え て 、 パ リ 祭、 園芸祭、 収穫祭、 セ ー ヌ の 河祭 な どであ る。
ま た、 照 明を 駆使した 夜の 祭典が多 い の も 特徴だ っ た。
今回、 万博の 主 な 会場 と なっ た の は、 シ ャン ・ ド ・ マ ルス と コ ン コ ルド広場、 ヴァン セ
ン ヌ の 森で、 そ の広さは総計223万7720平方 メ ー ト ル。 前 回 1889年 万博の 2 倍以 上 の 面積
が 使わ れた。 さま ざま な 面での 肥大化… こ れが1900年万博の 特徴の ひ と つ だ っ た。 そ の 広
大 な 敷地の 中 で雑然と 広 が る博覧会 は 、 そ れ ま での よ う な 秩序 だ っ た配置 も 焦点と な るポ
イ ン ト も な か っ た。 組織委員長 ピ カ ー ル Picard は 1900年万博を 「 1 世紀の 総決算」 だ と
形容 し て い た が、 そ こ に 展示されるも の は あ ま り に雑多 で見物客を 困惑 さ せ るば か り だ っ
fこ。
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1900年博で は、 1855年第1 回パ リ 万博時 に 建設 さ れ て以来、 万博会場 と し て 使用 さ れ て
き た 産業宮 （パ レ ・ ド ・ ラ ン デ ュス ト リ ー）が壊 さ れ、 新た に グ ラ ン ・ パ レ と プ チ ・ パ レ
が建設 さ れ た 。 グ ラ ン ・ パ レ で は、 フ ラ ン ス 美術の 1 世 紀(1800・1889） 展 が 、 プ チ ・ パ レ
で は、 フ ラ ン ス 美術 の 10年間 （1889・1900） 展が大がか り に催 さ れ た。
万博会場 に は さ ま ざ ま な 音楽が満 ち溢れて い た。 諸外国 の パ ビ リ オ ン で演 奏 さ れ た 異 国
の 音楽、 産業博 の 楽器展示 部門 に設 け ら れ た小ホー ル で行な わ れ た数 々 の ミ ニ ・ コ ン サ ー
ト 、 昔 の パ リ を再現 し た 「小ノ号 リ 」 内 で演奏 し て い た コ ロ ン ヌ 管弦楽団や サ ン ＝ ジ ェ ルヴェ
の 聖歌隊、 ま た、 外 国 か ら は 合 唱 団体 を は じ め、 グ ス タ フ ・ マ ー ラ 一指揮の ウ ィ ー ン ・ フ ィ
ルハ ー モ ニ ー 管 弦楽団が訪れ、 万博会場で演奏 し た。 ロ イ ・ フ ラ ー劇場で演 じ た 川上音二
郎一座の 「女優」 貞奴が大人気 を博 し た の も こ の 1900年ノf リ 万博で あ る io し か し 今 回 は 、
フ ラ ン ス がオ フ ィ シ ャ ル ・ イ ベ ン ト と し て 企画 し た音楽 プ ロ グ ラ ム に 話 を 絞 っ て 稿 を 進 め
TこL 、。
1 . 音楽「展示」の 定型
1900年万博 は 1855年以 降、 67年、 78年、 89年 と 、 ほ ぽ規則正 し い 間 隔 で 開催 さ れ た パ リ
万博の 5 回 目 に 当 た り 、 半世紀に わ た っ て 開かれ た一連 の パ リ 万博を し め くくる も の だ っ
た。 こ の後、 パ リ で万博が聞 か れ た の は 1937年 だ け で あ る 。
1855年パ リ 万博以来、 こ の 地で 聞か れ る 万博 は 「産業万博と 芸術万博が ド ッ キ ン グ し て
聞 か れ る 」 こ と が特徴の ひ と つ で、 芸術博覧会が大 々 的 に 開催 さ れ て き た 。 と はい え 、 音
楽 の 位置 は 最初か ら 定 ま っ た も の で は な か っ た。 1855年ノf リ 万博で は、 褒賞授与 ・ 閉会式
に 音楽が多用さ れ、 さ ら に 続 い て 記 念コ ン サ ー ト が聞 か れ た と い う 点 で世界初 の 1851年 ロ
ン ド ン 万博 と は異 な っ て い た と は L 、ぇ、 こ の 時点 で は、 音楽 を 「展示」 す る とい う 意識 は
見 ら れ な か っ た 。 し か し 、 1867年第2 回パ リ 万博以 降、 音楽 は芸術の一分野 と し て 認知 さ
れ、 その 「展示」 が公的 に 行な わ れ る よ う に な っ た お
最初 の 2 回 の パ リ 万博が第二帝政下で行な わ れ た の に 対 し 、 1878年、 89年、 1900年の パ
リ 万博 は 第三共和制下で 開催 さ れ た が、 公式の音楽 プ ロ グ ラ ム、 つ ま り 、 万博の 組織委員
会が公的 に 企画 し たイベ ン ト の 骨格が変わ る こ と は な か っ た。 そのプ ロ グ ラ ム の基本と な っ
た の は、 1867年パ リ 万博の 擦に考案 さ れ た プ ラ ン で あ り 、 回 に よ っ て変動が あ る も の の 、
大別す る と 以下の イ ベ ン ト が基本 と な っ た。
A. 作曲 コ ン ク ー ル
カ ン タ ー タ
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B. 各種コ ン サ ー ト
オー ケ ス ト ラ
室 内 楽
オルガ ン
1900年パ リ 万憶に お け る音楽一一公式 コ ン サ ー ト を 中心 に一一
c. ア マ チ ュ ア 音楽団体 の コ ン ク ー ル と フ ェ ス テ ィ ヴ ァ ル
オル フ ェ オン （ ア マ チ ュ ア 合 唱 団）
アマ チ ュ ア 吹 奏楽 団 ・ 金管合奏
D . 軍楽隊の コ ン ク ー ル と フ ェ ス テ ィ ヴ ァ ル
E . 民俗音楽 （ ミ ュ ジ ッ ク ・ ピ ト レ ス ク ） の コ ン ク ー ル と フ ェ ス テ ィ ヴ ァ ル
F . 音楽に関す る 会議 ・ 講演
1900年パ リ 万博 に お い て 、 音楽 は 「作曲 と 演奏の 2 つ の 観 点 か ら 展示 さ れ る 」 と 規定 さ
れ、 音楽の 公式な プ ロ グ ラ ム が組 ま れ た 九前回1889年ノf リ 万博 の 反 省 か ら 、 今 回 は 作 曲
コ ン ク 」ル や民俗音楽の コ ン ク ー ル ・ フ ェ ス テ ィ ヴ ァ ル は行な わ れ な か っ た が、 それ以 外
の 項目 に つ い て は 従来通 り の プ ロ グ ラ ム が組 ま れ た の で あ る 九
2. 公式音楽プログラ ムが もっ意味
万博の 公式音楽 プ ロ グ ラ ム は、 その 規模 と 内容か ら い っ て 、 19世紀後半の フ ラ ン ス の 音
楽界 に と っ て重要な意味を も っ て い た。 その こ と は、 当 時一般 に 音楽 に 対 し て な さ れ て い
た 公的補助 の 割合 と その額 を 考 え て み る と 容易 に 理解で き る v。
第三共和制下の音楽予算 に つ い て 論 じ た シ メ ー ヌ に よ れ ば、 「 公 教 育 ・ 宗教 ・ 芸 術 省
（以下、 芸術省 と 表記） 」 の 芸術関係予算の 中 で音楽が 占 め て い た 割 合 は 、 1890年 に 20パー
セ ン ト 、 1900年 に は 19パー セ ン ト で あ り 、 建築や 美術 と 比較 し て、 音楽 は 低 い 位置 に 置 か
れ て い た。 その 予算 は大 き く 3 つ の 分野 に 分 か れ、 最大の も の は オペ ラ 劇場に対す る 助成、
つ い で音楽教育、 そ し て コ ン セ ー ル ・ ポ ピ ュ レ ー ル の 助成だ っ た。 1900年 に は、 オペ ラ 劇
場助成 に は 112万 5 千 フ ラ ン 、 音楽教育 に は45万4200 フ ラ ン 、 そ し て 、 コ ン セ ー ル ・ ポ ピ ュ
レ ー ル に は 6 万 フ ラ ン の 予算が割 り 当 て ら れ て い た。 こ の う ち 、 コ ン セ ー ル ・ ポ ピ ュ レ ー
ル に 対す る 助成 は 第三共和制下 に新設 さ れ た 項目 で、 演 奏団体 に 対 し て 交付 さ れ る 助成金
で あ る 。 こ の 助成金 を希望す る 演奏団体 は 多 か っ た が、 実 際 に 交付 さ れ る 団体はわずかで、
し か も さ ま ざ ま な 条件がつ け ら れ て い た。 ま た、 美術 に 関 し て は、 国 家 に よ る 芸術作品 の
委嘱や買 い上 げ は 多 か っ た が、 音楽作品 に 関 し て は こ う し た 制 度 は ま っ た く存在 し な か っ
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た。 作品 の 委嘱が制度 と し て 始 ま る の は 第三共和制末期 の 1938年の こ と で あ る 。
こ う し た状況 に あ っ て、 1900年パ リ 万博の 公式の音楽 プ ロ グ ラ ム に 総額30万 フ ラ ン の 予
算がつ け ら れ た こ と は 大 き な 意味 を も っ て い た。 公式音楽 プ ロ グ ラ ム で は 、 後述す る よ う
に オ ペ ラ の 演 奏に 制 限が あ っ た た め、 オ ペ ラ 以外の作品が演奏さ れ る こ と が多 か っ た が、
そ う し た作品 の 演 奏に 対す る 通常の 国家 に よ る 助成 は 微々 た る も の だ っ た か ら で あ る 。 30
万 フ ラ ン と い え ば、 「 コ ン セ ー ル ・ ポ ピ ュ レ ー ル」 に 対す る 助成 の 実 に 5 年分 に 当 た る 。
こ の 予算 を 活用 す れ ば、 万博の 美術部門で 2 つ の 展覧会を 聞 い た の と 同 様、 音楽部門で も 、
か な り 意欲 的 な 試 み が 可能 に な る は ずだ っ た 。
3. 公式音楽プログラ ム の 準備状況
と こ ろ が、 1900年パ リ 万博 に お い て は 、 音楽 に 関連 の 公 的 な 委員会が組織 さ れ た の は 非
常 に遅か っ た。 音楽 イ ベ ン ト を 統括す る 委員会の設置が担当大臣た ち に よ っ て 認め ら れ、
省 令が 出 さ れ た の は 1899年の 11月 24 日 に な っ て か ら の こ と で あ る 。 万博開幕 ま で す で に 半
年 を切 っ て い た。 例 え ば、 前回 の 1889年万博の 際 に は、 音楽 に 関 す る 最初 の 制 令が 出 さ れ
演奏委員会が組織 さ れ た の は 1887年10月 の こ と だ っ た が、 それ と 比較 し で も 、 1 年以 上 遅
か っ た こ と に な る 。 な ぜ、 こ の よ う な 遅れが生 じ た の だ ろ う か。
そ も そ も 、 1897年 4月 、 作曲家 レ オ ン ・ ガ ス テ イ ネ ル Leon Gastinel が 率 い る 音 楽 家
グ ル ー プ は 万博組織委員 長 ピ カー ル に 会見を 申 し込み、 1900年万博 時 に 、 フ ラ ン ス 音楽 に
ひ と つ の コ ン サ ー ト ホー ル を 割 り 当 て て ほ し い と い う 要望を伝え た 九 こ れ は 、 今 回 の 万
博 で は 、 音楽 に 関 す る 公式 イ ベ ン ト に つ い て ほ と ん ど考慮 さ れ て い な い こ と を 見越 し て の
要望だ っ た。 ガ ス テ イ ネ ル は 1867年の万博時、 す で に 組織委員会 に 加 わ っ て い た 人物 で あ
り 、 1900年万博で も 「オ ル フ ェ オ ン 等委員会」 に 加 わ っ た 九 し か し 、 彼 ら の 要望 は 取 り
上 げ ら れず、 危機感 を 抱い た ガ ス テ イ ネ ル は 1898年 8 月 2 日 、 ピ カー ル に 対 し て 「ル ・ タ
ン』 紙上で公開状を発表 し 、 芸術の他の分野 に 比較 し て、 音楽が軽ん じ ら れ て い る こ と を
訴 え た 。 ピ カー ル は こ の 時点 で態度 を 急 に 軟化 さ せ、 翌 々 日 の 『ル ・ タ ン 』 紙 に 掲載 さ れ
た 返書の 中 で、 1900年万博で 「大 フ ェ ス テ ィ ヴ ァ ル」 を開催す る こ と を 提案 し 、 さ ら に 音
楽 部門 の プ ロ グ ラ ム の 管轄を芸術省 に 移 し た。 こ う し て、 よ う や く準備 が本格的 に 始 ま っ
た の で あ る 。
1899年11月 24 日 の 省 令で は、 1900年の万博に お い て、 音楽 は 「作曲」 と 「演奏」 の 2 つ
の観点か ら 展示 さ れ る こ と 、 ま た、 「 コ ン サ ー ト 委員会」 と 「吹奏楽 ・ 金管合奏、 オ ル フ ェ
オ ン」 委員会 を 設置す る こ と が明 ら か に さ れ た 岨。 「 コ ン サー ト 委 員 会」 で は 、 オ ー ケス
ト ラ 、 室 内 楽、 オル ガ ン の 3 種類 の コ ン サ ー ト が企画 さ れ、 「吹奏楽 ・ 金管合奏、 オ ル フ ェ
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オ ン 」 の 委員会で は コ ン ク ー ル や フ ェ ス テ ィ ヴ ァ ル が企画 さ れ た。 当時オ ル フ ェ オ ン を は
じ め と す る ア マ チ ュ ア 合唱 ・ 合奏活動 は す で に 下火 に な っ て い た が、 従来通 り 、 万博の 企
画 に 組み入れ ら れ た。
4. オーケス ト ラ の公式コ ンサー ト
オ ー ケ ス ト ラ の 公式 コ ン サ ー ト は合わせ て 10回、 5000席を 有す る ト ロ カデロ 宮 の 大 ホー
ル で 聞 か れ た 九 う ち 3 回 （ 6 月 28 日 、 8 月 9 日 、 9 月 20 日 ） は オ ー ケ ス ト ラ と 独唱 ま た
は独奏、 残 り の 7回 （ 5 月 31 日 、 6 月 14 日 、 7 月 12 日 、 7 月 26 日 、 8 月 23 日 、 9 月 6 日 、
10月 4 日 ） は よ り 大規模で、 オ ー ケ ス ト ラ と 独唱、 合 唱 が用 い ら れ た 。
編成 は オ ー ケ ス ト ラ と 合唱 合 わ せ て 250名 に 達 し、 オ ー ケ ス ト ラ は エ キ ス ト ラ で 増強さ
れ た パ リ 音楽 院演奏協会の オ ー ケ ス ト ラ が担当 し た。 指揮 は タ フ ァ ネ ル P. Taffanel （ オ
ペ ラ 座管弦楽団 ・ パ リ 音楽院演奏協会の 指揮者、 フ ル ー ト 奏者） 、 合 唱 指揮 は ル ソー S.
Rousseau が受け持 っ た。
チ ケ ッ ト の 値段は 2 フ ラ ン 、 1 フ ラ ン 、 0 .5 フ ラ ン と い う 3 種類 に 分 か れ 、 さ ら に 、 25
ノ宅一 セ ン ト 割引 も あ っ た。 こ の 値段は 同 時期 の 演 奏団体 の チ ケ ッ ト と 比べて も 安価であ り 、
あ ら ゆ る 階層 に オ ー ケ ス ト ラ の コ ン サ ー ト を 開 い た と い う 点 で『ギ ド ・ ミ ュ ジ カル』 の 批
評家 は 組織委員 会 を 称賛 し た x。 オ ー ケ ス ト ラ ・ コ ンサ ー ト の 平均入場者 は 3,670人。 ま ず
ま ず の入 り で、 以下の通 り 、 全体 と し て、 約5000 フ ラ ン の 黒字が 出 た。
・10回 の オ ー ケ ス ト ラ ・ コ ン サ ー ト の 収支
入場料 11 ,678 フ ラ ン 15
支 出 オ ル ガ ン 使用 1 ,000 フ ラ ン
会場警備 な ど 5,700 フ ラ ン
差 し 引 き +4,978 フ ラ ン 15
公式報告書 に よ れ ば、 省 令に よ り 、 10回 の コ ン サ ー ト で は、 フ ラ ン ス の 作 曲 家 の 作品 ま
た は その 抜粋 だ け が演奏さ れ る こ と が決 め ら れ、 その 曲 目 の 選定 は コ ン サ ー ト 委員会で行
な わ れ た 。 ひ と り の作 曲 家 に つ き 1 作品 と い う 原則 が あ り 、 ま た、 物 故者 よ り も 現存す る
作曲家を よ り 多くプ ロ グ ラ ム に 入れ る こ と が望 ま し い と さ れ て い た 。 さ ら に 、 劇音楽 に つ
い て は、 未発表の オ ペ ラ の 抜粋か、 現在 の レ パ ー ト リ ー に 入 っ て い な い オ ペ ラ の抜粋に 限
る と い う 条 項がつ け ら れ て い た 九こ れ は、 1867年万博以来、 伝 統 的 に 守 ら れ て き た 条 項
で あ る 。 パ リ の オ ペ ラ 劇場 と 競合 し な い た め の 措置だ っ た の で あ ろ う 。
コ ン サ ー ト 委員 会 の 報告者だ っ た作曲家 プ リ ュ ノ ー A. Bruneau が芸術省 大 臣に 宛 て る
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形式で書い た 報告書 に よ れ ば、 コ ン サ ー ト 委員会が こ の オ ー ケ ス ト ラ の プ ロ グ ラ ム 編成 の
際 に 意 図 し た こ と は、 フ ラ ン ス 音楽史を概観す る こ と だ っ た と い う 九 その 概 観 を 提示 す
る た め、 委員会 は 4 世 紀に わ た る 60作品 を 選ん だ が、 代表作 と し て 選ん だ 曲 目 は 時代順 に
は 並べ ら れ な か っ た。 こ の 点 に つ い て 、 公式報告書 は 次 の よ う に 理 由 を 説 明 し て い る 。
「単調 さ を 避け 、 常 に 聴衆に 彼 ら の 芸術 的 な 趣味 に ふ さ わ し い作品 を 提供 す る た め に 、 委
員会 は ひ と つ の プ ロ グ ラ ム の 中 で異な っ た 時代や異な っ た流派を 組み合わ せ る よ う に 気 を
つ け た。 ま た、 委員会 は物故作曲家 に つ い て は 、 その作品 が音楽芸術の 重要 な 発展段階 を
示 し て い る も の を 選ぷ よ う に 留意 し た」 ヘつ ま り 、 フ ラ ン ス 音楽史 を 歴史 的 に 時 間 軸 に
沿 っ て 概観す る よ り も 、 聴衆を退屈 さ せ な い こ と を優先 さ せ た わ け で あ る 。
こ う し て コ ン サ ー ト で取 り 上げ ら れ た 60作品 の 内訳 は 、 公式報告書 に よ れ ば 、 「昔 の 」
作曲家10作品、 同 時代の物故作曲家13作品、 現存す る 作曲家37作品 だ っ た。 で は 、 フ ラ ン
ス 音楽史の 概観 を 示す た め に 委員会が選定 し た60作品 と は 実際 に ど ん な も の だ っ た の か、
ま た 、 プ ロ グ ラ ム の 組み立て は ど の よ う に な っ て い た の か、 10回 の コ ン サ ー ト で 演奏 さ れ
た 曲 目 を 見て み よ う 。 な お 、 作曲家の 名 前の後 に つ け た a, b, c の 記 号は 、 それ ぞ れ 、 公
式報告書で分類 さ れ た 「昔の作曲家［a］」 「同時代の物故作曲家［b ］」 「現存す る 作曲 家 ［c ］」
に 当 た る 。
円900年パ リ 万博フ ラ ン ス音楽公式オーケス ト ラ ・ コ ンサー ト プログラ ム一覧脚
1 .  1900年 5 月 31 日
サ ン ＝サ ー ン ス ［c］ ： カ ン タ ー タ 〈天空 の 灯火〉
ジ ャ ヌ カ ン ［a] : （鳥の 歌〉 （無伴奏四 部合唱）
リ ュ リ ［a] : （ア ル チ ェ ス テ〉 か ら ア リ ア と 「地獄の 場面」
ラ モ ー ［a］ ： モ テ ッ ト 〈 ク ア ム ・ デ ィ レ ク タ 〉
グ レ ト リ ［a］ ： ア リ エ ッ ト 〈 シ ルヴ ァ ニ〉
グル ッ ク ［a] : ＜ア ル チ ェ ス テ〉 か ら 「宗教的 な 場面」
グ ノ ー ［b ] : ＜ユ リ シ ー ズ〉 か ら 抜粋
ベ ル リ オ ー ズ［b] : ＜ロ メ オ と ジ ュ リ エ ッ ト 〉 か ら 「キ ャ ピ ュ レ ッ ト 家の 宴会」
2 .  1900年 6 月 14 日 共和 国大統領ルベ臨席
エ ロ ー ル［b] : ＜プ レ ・ オ ・ ク レ ー ル〉 序 曲
ピ エ ル ネ ［c］ ： 合 唱 付 き の交響詩 〈紀元千年〉 か ら 抜粋
マ ス ネ ［c ] : （荘厳行進曲〉
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デ ュ ボ ワ ［c ] : ＜ ク ロ ヴ ィ ス の 洗礼〉
ビ ゼ ー ［b ] : ＜ア ル ル の 女 第1 組曲〉
1900年パ リ 万博に お け る音楽 公式 コ ン サ ー ト を 中心に一一
ス ポ ン テ ィ ー ニ ［a] : ＜ヴ ェ ス タ ル〉 第2 幕 フ ィ ナ ー レ
3 .  1900年 6 月 28 日
オ ベ ー ル［b ] : ＜ レ ス ト ッ ク 〉 序曲
プ リ ュ ノ ー ［c] : ＜メ シ ド ー ル〉 （「黄金 の カ テ ド ラ ル」 の 交響的絵画）
レ イ エ ー ル ［c ] : ＜エ ロ ス ト ラ ー ト 〉 か ら 序奏と 第2 幕 の ア リ ア
ヴ ィ ダル P. Vidal[c］ ： バ レ エ 〈 ビ ュ ル ゴ ン ド〉 抜粋
マ レ シ ャ ル H. Mar echal [c］ ： 交響的絵画 〈 ア ン タ ー ル〉 抜粋
ラ ロ ［b ] : ＜ス ペ イ ン 交響曲〉 （サ ラ サ ー テ に よ る ヴ ァ イ オ リ ン独奏）
（ ア ン コ ー ル … バ ッ ハ ： 〈ソナ タ 第6 番〉 か ら 「前奏曲」 ホ調）
4 .  1900年 7 月 12 日
ヴ ・ィ ド ー ル ［c] : 〈交響曲 第3 番〉 （ ヴ ィ エ ル ヌ に よ る オ ル ガ ン独奏）
ル ヌ ヴ ー ［c ] : 〈 ジ ャ ン ヌ ・ ダル ク 〉 第3 部抜粋
ジ ョ ン シ エ ー ル ［c] : ＜デ ィ ミ ト リ 〉 序曲
フ ォ ー レ ［c] : ＜ レ ク イ エ ム 〉
シ ャ ブ リ エ ［b ] : ＜ス ペ イ ン〉 （管 弦楽の た め の ラ プソデ ィ ー ）
5 .  1900年 7 月 26 日
ト マ ［b ] : ＜フ ラ ン ソ ワ ー ズ ・ ド ・ リ ミ ニ〉 か ら プ ロ ロ ー グ
s. ル ソー ［c] : ＜メ ロ ヴ ィ ッ ク 〉 か ら 第2 幕抜粋
ラ ン ベ ー ル L. Lambert [c］ ： モ ロ ッ コ 風狂詩曲 〈 タ ン ジ ェ 、 夜〉
ダ ン デ ィ ［c] : ＜鐘の 歌〉 か ら 第5 景
ギ ロ ー ［b ] : ＜謝 肉祭〉
6 .  1900年 8 月 9 日
ギ ル マ ン ［c］ ： オ ル ガ ン と 管 弦楽の た め の 〈交響曲〉 作品42
デ ュ ヴ ェ ル ノ ワ A. Duvernoy [c] : ＜嵐〉 か ら レ シ 、 デ ュ オ、 ト リ オ
イ ル マ シ エ ー ル P. Hi llmacher[c］ ： 管 弦楽組曲 〈 ク ロ ー デ ィ 〉
メ ユー ル［a] : ＜ス ト ラ ー ト ニ ス 〉 か ら ア リ ア
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ロ パ ル ツ ［c ] : 〈 プル タ ー ニュ の コ ラ ー ル に よ る 交響曲〉 か ら フ ィ ナ ー レ
ド リ ー プ［b] : ＜コ ッ ペ リ ア 〉 か ら バ ラ ー ド と ス ラ ヴ主題 と 変奏
7 .  1900年 8 月 23 日
ボ イ エ ル デ ュ ー ［a] : （隣村の 祭 り 〉 序曲
マ ル テ ィ G. Marty [c ] : （メ ル ラ ン ・ ア ン シ ャ ン テ〉 抜粋
メ サ ジ ェ ［c ] : （二羽 の ハ ト 〉 か ら 「エ ー ル ・ ド ・ ダ ン ス 」
パ ラ デ ィ ー ル E. Paladi lhe [c ] : （海の 聖 マ リ 〉 」 （ プ ロ ヴ ァ ン ス 伝説、 第4部）
ジ グ ー E. Gigout [c］ ： ヴ ァ イ オ リ ン と オ ー ケ ス ト ラ の た め の 〈眠想〉
ド ビ ュ ッ シ ー ［c] : 〈選ば れ た 乙女〉
オ ル メ ス A. Ho lm es [c］ ： 交響詩 〈 ア イ ル ラ ン ド〉
8 .  1900年 9 月 6 日
ブル ゴ ー ＝ デ ュ ク ド レ ー ［c] : （タ マ ラ 〉 （第2 幕抜粋）
ユー G. Hue[c ]  : （眠れ る 森の 美女〉
ル ル ー X. Leroux [c] : （ヴェ ニュ ス と ア ド ニス 〉 （セ ー ヌ ・ リ リ ッ ク ）
デ ュ カ ［c ] : （魔法使 い の 弟子〉
ケ ル ビ ー ニ［a] : （ レ ク イ エ ム 〉 か ら 「 ア ニュ ス」 と 「サ ン ク ト ゥ ス 」
9 .  1900年 9 月 20 日
コ カ ー ル A. Co quard [c] : （エ ス テ ル〉 序曲
ゴ ダ ー ル ［b] : ＜タ ッ ス 〉 か ら 二重唱
G. シ ャルパ ン テ ィ エ ［c ] : 〈 イ タ リ ア の 印象〉 （管 弦楽組曲）
デ ュ バ ル ク ［c ] : （旅へ の 誘 い 〉 〈 フ ィ デ ィ レ〉
シ ョ ー ソ ン ［b］ ： 交響詩 〈 ヴ ィ ヴ ィ ア ー ヌ 〉
ヴ ォ ル ム ゼ ル A. W ormser [c］ ： 交響的挿話 〈 レ ・ ミ ゼ ラ プル〉
10. 1900年10月 4 日
ピ ュ ニ ョ R. Pugno [c］ ： ピ ア ノ と 管 弦楽の た め の 〈 コ ン チ ェ ル ト シ ュ ト ッ ク 〉
エ ル ラ ン ジ ェ C. Erlanger [c] : （ケ ル マ リ ア〉 （管弦楽組曲）
ピ ュ ジ ェ P. Puge t[c ] : （空騒ぎ〉 前奏曲
ル フ ェ ー プ ル Ch. Lefebvure [c］ ： 歌 と 管弦楽の た め の 〈幻 の 女 神〉
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ダ ヴ ィ ッ ド ［b ] : ＜エ ル キ ュ ラ ヌ ム 〉 か ら 「 レ シ」、 「幻影」、 「パ ッ カ ナ ル」
フ ラ ン ク ［c ] : （至福〉 か ら 「前奏曲 第8 番」
公式報告書 は、 万博の オ ー ケ ス ト ラ の 公式 コ ン サ ー ト ・ シ リ ー ズ に つ い て 大成功 だ っ た
と 自画自賛 し て い る の に 対 し 、 当 時の メ デ ィ ア の 批評を読む と 、 委員会 に よ っ て 作成 さ れ
た プ ロ グ ラ ム に ロ ジ ッ ク と 一貫性が欠加 し て い る こ と 、 委員会 の 意 図 に 反 し て フ ラ ン ス 音
楽 の 発展 に つ い て ほ と ん ど見取 り 図 を示 し て い な い こ と 、 さ ら に 、 フ ラ ン ス の 作曲 家 の 交
響 曲 が入 っ て い な い な どの批判が 目 に つ く九確か に こ の プ ロ グ ラ ム を見 る 限 り 、 その 批
判 は 当 を得 た も の だっ た と い え よ う 。 コ ン サ ー ト で取 り 上 げ ら れ た60人 の 作曲 家 の 中 で、
話題 に な っ た 作曲家 は サ ン ＝ サ ー ン ス と フ ォ ー レ と ド ビ ュ ッ シ ー だ っ た 。 特 に 、 フ ォ ー レ
と ド ビ‘ュ ッ シ ー の真価が広く認め ら れ た 点 は 注目 さ れ る 。
．サ ン ＝ サ ー ン ス の 新作カ ン タ ー タ 〈天空の 灯火〉
幕開 けコ ン サ ー ト を飾 っ た サ ン ＝ サ ー ン ス の 、 ソプ ラ ノ 、 独唱、 オ ー ケ ス ト ラ 、 オ ル ガ
ン 、 語 り 手の た め の 新作カ ン タ ー タ 〈天空の 灯火〉 は、 公式 コ ン サ ー ト の 目 玉 と な る は ず
の作品で、 電気を讃美 し た ア ルマ ン ・ シ ル ヴ ェ ス ト ル Armand Si lvestre の 歌詞に 音楽 を
つ けた も の で あ る 。
パ リ が電気で照明 さ れ る よ う に な っ た の は、 1844年のコ ン コ ル ド広場の ア ー ク 灯が最初
だ っ た が、 普及するよ う に な っ た の は 1877年以降の こ と 。 特 に 、 電気を 家庭用 に 供給す る
シ ス テ ム が 19世紀末 に で き て か ら 、 電気 は家庭 に 一挙 に 入 り 込み、 電灯は 待代の 最先端 を
L、く、 明る く、 清潔で、 経済的 な あ か り と し て も て は や さ れ た 判。
万博 は 夜 の パ リ を 電気の 力 で 夢の 世界へ と 一変 さ せ た 。 す で に 、 1889年、 噴水の イ ル ミ
ネ ー シ ョ ン に よる 夜間 シ ョ ー が行な わ れ、 エ ッ フ ェ ル塔 の 上 に 設置 さ れ た ス ポ ッ ト ラ イ ト
は 空 を 照 ら し 出し た。 し か し 、 1900年の万博で は、 電気照明は さ ら に 大規模 に 使用 さ れ、
祭 り は夜 ま で 聞 か れ た 。 特殊 な 照 明効果 も 使 わ れ、 電気館の正面 は 光の ス テ ン ド グ ラ ス の
窓 と な り 、 さ ま ざ ま な 輝き が集め ら れ た よ う に見え た。 し か し、 サ ン ＝ サー ン ス の カ ン タ ー
タ は、 手 慣れ た 書法が一 応の評価を得た も の の、 その後の レパー ト リ ー に 残る こ と は な か っ
fこ。
．フ ォ ー レ の 〈 レ ク イ エ ム 〉
万博 コ ン サ ー ト で は フ ォ ー レ の く レ ク イ エ ム 〉 が取 り 上 げ ら れ た が、 その 演 奏は フ ル ・
オ ー ケ ス ト ラ 版 に よる 初演 と な っ た。 それ ま で に 使用 さ れ て い た 楽 譜は小規模編成版だ っ
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た が、 巨大な ト ロ カ デ ロ 宮 で の 演 奏を念頭 に 置 い て 改変が行わ れ た の で あ ろ う 。 コ ン サ ー
ト の 直後 に ス コ ア が 出版 さ れ た が、 こ の 「劇場的」 に 化 粧さ れ た スコ ア が最 近ま で 一般的
に 使 わ れ て い た版で あ る 。
こ の と き の コ ン サ ー ト で は、 ソプ ラ ノ 歌手が歌 っ た 「 ピ エ ・ イ エ ズ」 が ア ン コ ー ル さ れ
た が、 パス 声 部を歌 っ た 歌手 は 完全 な オ ペ ラ 歌手で あ り 、 作品 の 中 で の 自分 の 役割 を理解
し て い な い と 、 作曲者 フ ォ ー レ は不満だ っ た 町九 し か し 、 フ ォ ー レ の 〈 レ ク イ エ ム 〉 は 、
万博 の 公式 コ ン サ ー ト の 中 で も 特 に 称賛さ れ、 フ ォ ー レ の 名 声 を 高 め た 。
・ ド ビ ュ ッ シ ー の 登場
こ の万博の 公式 コ ン サ ー ト で、 前衛作曲家 ド ビ ュ ッ シ ー の 作品 が、 オ ー ケ ス ト ラ 部門 と
室 内楽 部門の 双方で プ ロ グ ラ ム に 入れ ら れ た こ と は 注 目 に 値す る 。 カ ン タ ー タ 〈選ば れ た
乙女＞ (1893初演） 、 〈弦楽四重奏曲 ト 短調 作品 10) (1893初演） 、 さ ら に 〈 ピ リ テ ィ ス の
歌＞ (1900初演） で あ る 。
保守的 な 委員会 の 選曲 と し て は 珍しい結果 だ っ た が、 後述す る よ う に、 ド ビ、 ュ ッ シ ー の
作品 は い ずれ も 「補欠 当 選」 で プ ロ グ ラ ム に 入れ ら れ た も の で あ り 、 し か も 彼 の 作品 を 入
れ る に 当 た っ て は、 激論が戦わ さ れ た m。 当 時 ド ビ ュ ッ シ ー は 〈 牧神の 午後 へ の 前奏曲 〉
(1894初演） な ど の 作品 で 若手作曲家 と し て頭角 を現 し つ つ あ っ た が、 〈ぺ レ ア ス と メ リ ザ
ン ド〉 の 初演前で あ り 、 ま だ、 その 名 声 は 確立 さ れ て い な か っ た 。
ド ビ ュ ッ シ ー 作品 に 対 し て 会場の反応は概 し て 良か っ た が、 音楽評論家 の 聞 で は評価 は
二分 さ れ た。 その 中 で、 批評家 の エ ド ゥ ア ー ル ・ ラ ロ （ 作曲 家 ピ エ ー ル ・ ラ ロ の 息 子 ） は
『ル ・ タ ン』 紙上で 「古今の 音楽家 の 中 で、 こ れ ほ ど魅力 的 で 柔軟で 繊 細 な メ ロ デ ィ ー の
才能の あ る も の は い な い。 特 に こ れ ほ ど独創 的で洗練 さ れ、 繊細 な 和声 家 は い な い 。 」 と
絶賛。 こ れ に 感激 し た ド ビ ュ ッ シ ー は ラ ロ に 礼状 を 出 し た こ と が知 ら れ て い る ヘ
万博会場で演奏さ れ た ド ビ ュ ッ シ ー の 作品 中、 カ ン タ ー タ 〈選ば れ た 乙女〉 は 今 日 、 演
奏さ れ る 機会が少 な い。 し か し 、 カ ン タ ー タ と い う ジ ャ ン ル は 当 時の彼 ら に と っ て は ごく
身近な 存在で あ り 、 ま た 、 万博の コ ン サ ー ト のよ う な 祝祭 的 な 場 や 巨大 な 漬奏空 間 に は 適
し た ジ ャ ン ル だ っ た こ と は重要で あ る 。 こ の後の ド ビ ュ ッ シ ー の 活躍 は、 万博コ ン サ ー ト
で一般的 に 認知 さ れ た こ と が大 き く作用 し た と 考え ら れ る 。 こ の 年 の 暮れ、 ド ビ‘ュ ッ シ ー
は ラ ム ル ー 管 弦楽団 の 演奏会で 〈雲〉 と 〈祭 り 〉 を初演す る こ と に な る 。
5 . 曲目選定の 裏側一一ブ リ ュ ノ ー の 報告書とX氏の 批判
多額の 費用 を投 じ て 開催 さ れ た 万博のオ ー ケ ス ト ラ の 公式 コ ン サ ー ト ・ シ リ ー ズ で あ る
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が、 フ ラ ン ス 音楽史を傭離す る 目 的だっ た に も 関 わ ら ず、 その意 図 が ほ と ん ど果 た さ れ な
か っ た こ と は、 プ ロ グラム の檎成か ら 容易 に 理解で き る 。 ピ エ ール ・ ラ ロ が 「方法論が な
く、 ご っ た 煮的だ」 と 痛烈に 批判 し て い る よ う に へ そこ に は い か な る 理念 も 感 じ ら れ な
い。 な ぜ プ ロ グラム構成が失敗 し て し ま っ た の だろ う か。
時 聞 が な か っ た こ と は確かで あ る 。 前述 し た よ う に 、 1900年パ リ 万博 で は 、 コ ン サ ー ト
委員会が組織 さ れ た の は 開会式 ま で半年を切 っ た 時点 で あ っ た。 し か し 、 その 時聞 が 少 な
い 中 で、 ど の よ う な プ ロ セ ス で プ ロ グラム が決め ら れ た の だろ う か。
曲 目 を選定 し た コ ン サ ー ト 委員会は次 の よ う な メ ン バ ー 構成で あ り 、 官僚 と 作曲 家 を 主
体 に し た 委員会 で あ っ た ヘ音楽学者や音楽批評家等が ま っ た く含 ま れ て い な い の が 特 徴
的 で あ る 。
・1900年パ リ 万博 コ ン サ ート委員会構成 メ ン バ ー
芸術局長 1 
芸術局 の 官僚 2 
パ リ 音楽 院院長 1 
芸術 ア カ デ ミ ー会員 5 
パ リ 音楽院教授 5 
パ リ 音楽院演 奏協会指揮者 1 
パ リ 音楽 院前事務長 1 
音楽教育視学官 2 
作曲家 6 
書記 1 
こ の 曲 目 選定 を め ぐ っ て 、 興味深 い資料が存在す る 。 こ れ は委員会の メ ン バ ー が 匿名 で
発表 し た も の で、 ブ リ ュ ノ ーが ま と め た報告書 に 対す る 批判 で あ る 凶。 プ リ ュ ノ ー は 報 告
書の 中 で、 パ リ 万博の公式の音楽 プ ロ グ ラ ム に つ い て述べ た だけ で な く、 フ ラ ン ス 音楽史
の概観を論 じ 、 その 中 で、 今 回 の 公式 コ ン サー ト で 曲 目 に 選ば れ た 作曲 家 と 作品 を 織 り 交
ぜ る と い う 形で論を 進 め た。 「 （委員会の 旧 メ ン バ ー ） x . . . 」 と 署名 さ れ た こ の 匿名 記事
は 『ル ヴ ュ ー ・ イ ス ト ワ ール ・ エ ・ ク リ テ ィ ッ ク ・ ミ ュ ジ カ ル』 誌 に 掲載 さ れ た も の で、
プ リ ュ ノ ー が報告書の 中 で述べて い る フ ラ ン ス 音楽史 に 関 す る 数 々 の 誤 り を 指摘 し 、 認識
の 不足 を批判 し て い る が、 同 時 に 、 プ ロ グ ラ ム の 曲 目 選定 が ど の よ う に し て 行 な わ れ た の
か を 委員 会 の 議事録 を 参照 し な が ら 明 ら か に し て い る 。 ち な み に フ ル シ ャ ーは こ の 著者 を
ヴ ァ ン サ ン ・ ダ ン ディで は な L 、か と 推測 し て い る 凶。
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短期間 で公式の音楽 イ ベ ン ト の プ ロ グ ラ ム を作成す る こ と に な っ た 委員 会 の 作業が、 突
貫工事 に な っ た こ と は 容易 に 想像がつくが 、 こ の反論記事 に は 、 多額の 費用 を要す る 公式
コ ン サ ー ト の 曲 目 が どの よ う な 手 順で決め ら れて い っ た の か、 そ し て 、 そ の 大 き な 問題点
な どが 明 ら か に さ れ て い る 。 以 下、 そ の 記事を も と に、 曲 目 選定 の 過程を 見 て い き た L、。
12月 4 日 、 公教育 ・ 芸術省大臣ジ ョ ル ジ ュ ・ レ ー グ Georges Leygues は 第 1 回 の 委員
会 を 召集 し 、 1900年万博で は 「 フ ラ ン ス 音楽を そ の 紀元か ら 現在 ま で 」 「展 示 」 す る よ う
に 要請 し た。 そ の と き 召集 さ れ た21人の作曲家の 中 か ら 、 E選で投票 が行な われ、 委員長
に サ ン ＝サ ー ン ス 、 副委員長 に デ ュ ボ ワ と マ ス ネ 、 報告者 に プ リ ュ ノー が選 ば れ 、 さ ら に
書記に は J. ビ ゼ ー が決定 し た。 そ し て、 作曲家側か ら は レ イ エ ー ル、 パラ デ ィ ー ル、 ル
ヌ ヴー、 プル ゴ ー ＝デ ュ ク ド レ 一、 フ ォ ー レ、 ジ グー、 ギルマ ン、 ダ ン デ ィ 、 ジ ョ ン シエ ー
ル、 マ ル テ ィ A. Marty、 ピエ ル ネ 、 ピ ュ ニ ョ 、 レ テ ィ Rety、 s. ル ソ 一 、 タ フ ァ ネ ル 、
ヴ ィ ダ ル、 ヴ ィ ド ー ル、 官僚 と し て は、 芸術局長ル ジ ョ ン H. Roujon、 劇場局局長デシャ
ペ ル、 助成劇場担当 政府 コ ミ ッ シ ョ ナ ー 、 ベル ン ナ イ ム Bernheimと い う メ ン バ ー に よ っ
て 、 公式 コ ン サ ー ト の プ ロ グ ラ ム が決定 さ れ た の で あ る 。
「 フ ラ ン ス 音楽の 歴史」 を 展示す る た め の 、 10回 の 大規模 な オ ー ケ ス ト ラ ・ コ ン サ ー ト
と 11 回 の 室 内楽 コ ン サー ト の 曲 目 を ごく短期間 で決め る た め に 、 次 の よ う な 方法が と ら れ
た 。 1 月 15 日 の 会合 の 席上で、 テ オ ド ー ル ・ デ ュ ボ ワ が古今の作曲家の リ ス ト を委員 た ち
に 提示 し た。 各委員 は そ の リ ス ト に 付 け加え る べ き 名 前が あ れ ば、 そ れ を 指摘す る こ と が
で き た。 こ う し て作 ら れ た 作曲家 リ ス ト の 中 か ら 、 プ ロ グ ラ ム に 入 れ る 作曲家を投票で選
ん だ の で あ る 。
そ の結果 は以下の通 り だ っ た。
14票 ラ モ 一 、 ベル リ オ ー ズ、 ド リ ープ、 ラ ロ 、 ピ ゼ ー 、 ル フ ェ ー プル、 メ サ ジ ェ
13票 グル ッ 夕 、 ト マ、 ダ ヴ ィ ッ ド、 グ ノ一 、 イ ル マ シ エ ー ル
12票 ジ ャヌ カ ン 、 リ ュ リ 、 ル ル ー
1 1票 フ ラ ン ク 、 ギ ロ 一、 ゴ ダ ー ル、 シャブ リ エ、 シャル パ ン テ ィ エ
10票 エ ル ラ ン ジ ェ 、 デ ュ バ ル ク
9 票 グ レ ト リ 、 エ ロ ー ル、 ヴ ォ ル ム ゼル、 ユー
8 票 オ ベ ー ル、 コ カ ー ル、 オ ル メ ス 、 デ ュ ヴ ェ ル ノワ
7 票 ポイ エ ル デ ュ ー、 マ レ シャル、 ピ ュ ジ ェ 、 ラ ン ベ ー ル
6 票 シ ョ ー ソ ン
5 票 シャ ピ ュ イ 、 ド ビ ュ ッ シー
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3 票 ルシュ ウ ー ル、 ル ベ ー ル、 ボ エ ル マ ン
2 票 グ ヴ ィ 、 ド ・ ラ ・ ニ ュ ク ス de la Nux 
1 票 ロ パル ツ 、 サ ル ヴ ェ ー ル Salvayre ， ペ サ ー ル Pessard
な お、 委員会 の メ ン バ ー の 名 前は こ の リ ス ト に は 入 っ て い な L、。 彼 ら の 作品 は 当 然の こ
と と し て 曲 目 に 入 れ ら れ る こ と に な っ て い た。 こ の 会合で投票 し た メ ン バー は14人だけで、
欠席者は 11人 （サ ン ＝ サ ー ン ス 、 マ ル テ ィ 、 ピ エ ル ネ 、 ダ ン デ ィ 、 マ ス ネ、 フ ォ ー レ、 ヴ ィ
ダル、 レ イ エ ー ル、 レ テ ィ 、 ヴ ィ ド ー ル） に 上 っ た。
投票の 結果、 票数の 過半数を上回 る 8 票以上を獲得 し た 作曲 家 が ま ず 選 ばれ、 その 作品
を組み合わせ て 、 公式 コ ン サ ー ト の プ ロ グ ラ ム を 作成す る 作業が始 め ら れ た 。
その後、 1 月 25 日 の 委員会で、 ダ ン デ ィ は交響楽の コ ン サ ー ト の プ ロ グ ラ ム に ロ パ ル ツ 、
マ ニ ヤー ル、 デ ュ カ 、 ラ ボ ー の 名 前が な い こ と を 嘆 い た。 お よそ 2 ヶ 月 後、 3 月 30 日 の 委
員会の 際、 第 7 、 第 8 、 第 9 コ ン サ ー ト の いくつ か の 曲 目 が ま だ決 ま っ て い な か っ た こ と
か ら 、 追加 の 投 票が行 な われ、 その 結果、 デ ュ カ （13 票 中 10票） 、 ド ビ ュ ッ シー （ 8 票） 、
シ ョ ー ソ ン （ 7 票） が選ば れ、 さ ら に 、 フ ォ ー レ と ダ ン デ ィ の 発案 に よ っ て 、 ロ パ ル ツ が
( 8 票） 、 ル ジ ョ ン の 発案 に よ っ て ス ポ ン テ ィ ー ニ が （挙手で） 最 終的 に 認 め ら れ た 。
こ う し て、 よ う やく、 コ ン サ ー ト で取 り 上げる 作曲者が決定 し た わけ で あ る 。 し か し 、
時代 も ジ ャ ン ル も ま っ た く関係 な く、 コ ン セ プ ト も は っ き り し な い ま ま 、 票数だけ で フ ラ
ン ス 音楽史 を 代表す る 作品 を選ぶ こ と に 無理が あ っ た の は 当 然だ っ た 。
6. 室内楽コ ンサー ト
一方、 「x. . . 氏」 の報告 に よれ ば、 室 内 楽 の 公式 コ ン サ ー ト の 曲 目 選定 に 関 し で も 同
様 に 投票 と い う 手段が と ら れ、 1900年 1 月 18 日 の 委員会で投票が行 な われ た 。 公式報告書
で は 、 こ の コ ン サ ー ト ・ シ リ ー ズ は 「一時期顧み ら れず、 その 後輝き を 取 り 戻 し た、 も っ
と も 高貴な ジ ャ ン ル の 発 展 に 標柱を 立 て た 」 と 記 さ れ て い る が加、 曲 目 選定 の 内 容 は オ ー
ケ ス ト ラ ・ コ ン サ ー ト の と き と 変 わ り な か っ た。 ま た 、 室 内 楽 コ ン サ ー ト に つ い て は、 芸
術省側 は 当 初、 招待者の み を入 れ る コ ン サ ー ト に す る 計画 を 提示 し た が、 それ に 対 し て 、
委員会 は全会一致で反対 し た。 招待 さ れ た 人が来 る と は 限 ら な い こ と 、 そ し て 熱心 な ア マ
チ ュ ア が その 措置 に 立腹す る だろ う と い う 理由 に よる も の だ っ た 。
「x . . . 氏」 の 報告書 に よれ ば、 当初全12回が予定 さ れ た の コ ン サ ー ト の た め に 、 60人
の 「サ ン フ ォ ニ ス ト 」 の 名 前を 挙 げ る 必要が あ っ た。 l回 の コ ン サ ー ト に つ き 、 5 人 の 作
品 を取 り 上 げ る 勘定だっ た。 その う ち 、 委員会の メ ン バ ー の 作曲 家 で 19 の枠が埋 ま り 、 さ
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ら に 10席 は ま だ演奏 さ れ て い な い作品 に 当 て ら れ た。 こ れ は、 1878年 の 万博 を 思 い 起 こ さ
せ る 措置 で あ る 。 そ の結果、 残 り の 31名 の作曲家を選ぶ必要が あ っ た。
と こ ろ が、 こ の 委員会 に 出席 し た委員 は、 オ ー ケ ス ト ラ の コ ン サ ー ト の 曲 目 を選定 し た
際 よ り も さ ら に 少 な く 、 12人 し か い な か っ た。 サ ン ＝ サ ー ン ス、 ル ヌ ヴー、 プル ゴー ＝ デ ュ
ク ド レ ー、 マ ル テ ィ 、 タ フ ァ ネ ル、 マ ス ネ 、 ジ ョ ン シ エ ー ル、 レ テ ィ 、 レ イ エ ー ル、 ダ ン
デ ィ 、 ヴ ィ ド ー ルが欠席 し た の で あ る 。
こ の 12人が投票 し た 結果が以下の通 り で あ る 。
12票 ラ モ 一 、 ル フ ェ ー プル、 フ ラ ン ク
1 1 票 ク ー プ ラ ン 、 ド ・ カ ス テ ィ ヨ ン 、 ボ エ ル マ ン 、 ポ ー ル ・ ラ コ ン ブ、 シ ャ ピ ュ イ 、
マ レ シ ャ ル Marechal、 ピ ュ ジ ェ 、 ラ ン ベ ー ル Lambert
10票 ベ ル ナ ー ル Bernard
9 票 シ ョ ー ソ ン、 ダ リ エ Dallier、 シ ュ ヴ ィ ヤ ー ル、 ヴ ェ ッ ケ ル ラ ン
8 票 ル ベ ー ル、 ロ パ ル ツ 、 デ ュ カ
7 票 ジ ェ ダル ジ ュ 、 デ ュ バル ク
6 票 ル ク レ ー ル、 シ ャ ブ リ エ、 デ ュ ヴ ェ ル ノ ワ 、 ド ビ ュ ッ シ ー、
ジ ョ ル ジ ュ A. Georges 
5 票 ド ・ グ ラ ン ヴ ァ ル、 プ フ ェ フ ェ ー ル G. Pfeiffer, ド ・ プ レ ヴ ィ ル de Breville 
4 票 シ ャ ルパ ン テ ィ エ、 ぺ リ ルー Perilhou， デ ィ エ メ ル、
ド ・ ボ ワ デ フ ル de Boisdeffre， ア ラ リ ー Alary, L . ラ コ ン ブ、 ゴ セ ッ ク
3 票 ラ イ ヒ ャ 、 メ サ ジ ェ
2 票 ケ ル ビ ー ニ、 グ レ ト リ 、 グノ ー、 ヴ ィ ル ン ス ベル ジ ェ Wierns berger.， ド ・ ラ ・
ト ン ベ ル de la Tombelle， カ エ ン A. Cahen 
l票 オ ン ス ロ ー、 ヴ ィ エ ル ヌ 、 ユ ，ー テ ィ エ ル ソ Tiersot
デ ュ ボ ワ の 提案 に よ り 、 過半数の 7 票以上の作曲家に加えて、 ビゼ一、 ド リ ー プ、 グ ノ ー、
ニ デル メ イ エ ー ル が選定 さ れ た 。 さ ら に 、 6 票の作曲家に つ い て 再度投票 し 、 そ の 結果 は
以下の ように な っ た。 （上 の リ ス ト で 6 票 を得た作曲家の 中 に は シ ャ ミ ナ ー ド が 入 っ て い
な い が、 そ の 点 に つ い て の説明 は書かれ て い な L 、。）
ル ク レ ー ル、 ジ ョ ル ジ ュ 10票
ド ビ ュ ッ シ ー 9 票
シ ャ ミ ナ ー ド 2 票
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シ ャ ブ リ エ、 デュヴ ェ ル ノ ワ 1 票
こ の よ う に し て、 短期 間 の う ち に 、 公式 プ ロ グ ラ ム で取 り 上 げ る 作曲 家 の リ ス ト が作 ら
れ、 そ の 後 も 委員 会 は 頻繁 に 召集 さ れ た 。 当 時パ リ 音楽院作 曲 科教授だ っ た フ ォ ー レ は、
〈 プ ロ メ テ〉 を作曲 中 だ っ た が、 委員会の メ ン バ ー に も 加 わ っ て い た た め 、 「パ リ 音楽 院
の 試験 が丸 々 10 日 間 あ る 上 に、 万博の た め の 非常 に 馬鹿げ た余分な 委員会がい ろ い ろ あ る 」
と 1900年 2 月 5 日 付 け の 手紙 に 書い て い る 問。 こ の よ う な 安直な 方法で 「 フ ラ ン ス 音楽史
の 起源 か ら 現在 ま で」 が展示で き る は ず が な か っ た が、 と も あ れ、 こ う し て 、 6 月 8 日 か
ら 10月 12日 ま で、 1 1 回 に わ た っ て行な わ れ た 室 内楽 コ ン サ ー ト の プ ロ グ ラ ム が決定 さ れ、
66作品 が演奏 さ れ る こ と に な っ た。 ち な み に 室 内楽 コ ン サ ー ト に は、 器楽 と 声楽 の 両方 が
含 ま れ て い た。
会場の 小 ホ ー ル は 音響効果が悪 く 、 遮音 も 悪 く 、 集ま っ た の は少数の熱心な 聴衆だ け だ っ
た。 公式報告書 に は、 平均入場者数216人、 入場料 一律 1 フ ラ ン （25パ ー セ ン ト 割 引 あ
り 〉、 収支は赤字241 ,53 フ ラ ン と い う 数字 し か 出 て い な い が、 「x . . . 」 氏の 記 事 に は 、 各
国ご と の 収支決算が提示 さ れ て い る の で、 室内楽 コ ン サ ー ト の 各国の 収支 と 各国の プ ロ グ
ラ ム の 内容 を掲 げ て お く 回目。
・1900年パ リ 万博公式室 内楽 コ ン サ ー ト の 収支
日 付 収入 （フラン） 支出 （フラン） 収支 （フラン）
1 1900. 6. 8 153.75 158.50 -4.75 
2 6.22 178.25 160.70 +17.55 
3 7.6 131.50 156.45 -24.95 
4 7.20 31 .00 147.1 0  司1 16.10
5 8.3 65.00 150.15 -85.15 
6 8.17 140.50 157.25 -16.75 
7 8.31 1 18.25 154.68 -36.43  
8 9.14 165.00 159.15 +5.85 
9 9.28 164.00 159.41 +4.59 
10  10.5 175.50 158.25 +17.25 
1 1  1 0.12 155.25 158.25 ・3.00
fヨ、 雪ロ牛I 1478.00 1719.89 45.24 -287.13 
ー241 .89
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I 1eoo年パ リ 万博公式室内楽コ ンサー ト 曲目－Ji'.xxvll
1 .  1900年 6 月 8 日 、 パラ ン Parent四重奏団 （ ピ アニス ト と 声楽家が 協力 ）
1 ) フ ラ ン ク ：〈 ピ アノ五重奏曲〉
2 ）デュバ ル ク ：〈嘆 き 〉 〈波 と 鐘〉
3 ） ピ ゼー ： ピ アノの た め の 〈半音階的変奏曲〉
4 ）ル ベ ー ル：〈 ピ アノ三重奏曲〉
5 ） ピ エ ル ネ ：〈ヤ ン テ ィ ス 〉 か ら 四重唱
2 .  1900年 6 月22日 、 アヨ Hayot四重奏団 （ ピ アニス ト と 声楽家が 協力 ）
1 ) ド ビュ ッ シー ：〈弦楽四重奏曲〉
2 ）プル ゴ ー ＝ デュク ド レ ー ：ヴ ァ イ オ リ ン の た め の ( 3 つ の 小品〉
3 ） ピ ュニ ョ ：〈 ピ アノソ ナ タ ニ短調〉
4 ）プ リ ュノー ：2 つ の 〈フ ラ ン ス の リ ー ト 〉
5 ）プ リ ュノー：〈幸せ な 浮浪者〉
6 ）マ ル テ ィ ：（ 3 つ の メ ロ デ ィ ー〉
3 .  1900年 7 月 6 日 ナ ド ー Nadaud四重奏団 （ ピ アニス ト と 声楽家が 協力 〉
1 ) ヴ ィ ド ー ル ：〈 ピ アノ五重奏曲〉 作品68
2 )  s . ル ソ ー ：〈ガ ヴ ォ ッ ト 〉
3 ）ル ク レ ー ル ：ソ ナ タ 〈 ト ン ボ ー〉
4 ）ニデル メ イ エ ー ル：ロ マ ン ス 〈湖〉
5 ） レ イ エ ー ル：メ ロ デ ィ ー 〈忘却の 河〉
6 )  s . ル ソ ー ：メ ロ デ ィ ー 〈夢の花〉 〈夏〉
4 .  1900年 7 月20 日 演奏者不明
1 ）サ ヴ ア ー ルSavard：弦楽四重奏曲
2 ）ボ エ ル マ ン ：〈チ ェ ロ ソ ナ タ 〉
3 ） ド ビュ ッ シー ：（ 3 つ の ピ リ テ ィ ス の 歌〉
4 ）ジ ョ ン シエ ー ル ：〈ヴ ァ イ オ リ ン 協奏曲 ニ短調〉 （四重奏 2 組 に よ る 伴奏 ）
5 ） ジ ョ ン シエ ー ル ：（2 つ の メ ロ デ ィ ー〉
。。
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5 .  1900年 8 月 3 目、 パ ラ ン 他
1 ) ル ク レ ー ル ：ヴ ァ イ オ リ ン と ヴ ィ オ ラ の た め の 〈 ソ ナ タ 〉
2 ） ギ ル マ ン ：〈無言歌〉
3 ） ヴ ィ ダ ル ：（2 つ の メ ロ デ ィ ー〉
4 ） ヴ ィ ダル ：〈ク リ ス マ ス 、 ま た は 降誕の 神秘〉
5 )  A. シ ャ ピ ュイ ：ヴ ァ イ オ リ ン と ピ アノ の た め の 〈変奏曲〉
6 )  G. デュボ ワ ：メ ロ デ ィ ー 〈マ ド リ ガル〉 〈近寄 ら な い で〉
7 )  Th. デュボ ワ ：〈カ ノ ン 形式の 2 つ の小品〉
8 )  Th. デュボ ワ ：〈ヴ ァ イ オ リ ン ソ ナ タ 〉
6 .  1900年 8 月 17 日 、 ナ ド ー 四重奏団 （ ピ アニス ト と 声楽家が 協力）
1 ） カ ス テ ィ ヨ ン ：〈 ピ アノ 四重奏曲〉 作品 7
2 ） ピュ ジ ェ ：( 3 つ の メ ロ デ ィ ー〉
3 ） グ ノ ー ：（2 つ の メ ロ デ ィ ー〉
4 ）ロ パ ル ツ ： 2 台 ピアノ の た め の 〈小品〉 ロ 短調
5 ） ロ パ ル ツ ：（ 4 つ の 詩〉
6 ） ジ ェ ダル ジ ュ：〈ヴ ァ イ オ リ ン ソ ナ タ 第 2番〉作 品 19
7 .  1900年 8 月 31 日 、 エ ヨ 四重奏団 （ ピアニス ト と 声楽家が 協力）
1 ） ラ ン ベ ー ル ：〈 ピ アノ 五重奏曲〉 か ら アダー ジ オ と フ ィ ナ ー レ
2） ラ コ ン ブ：〈チ ェ ロ ソ ナ タ 〉
3 ） マ レ シ ャ ル ：チ ェ ロ の た め の （2 つ の 小品〉
4 ） ジ ョ ル ジ ュ：〈 ミ アル カ 〉 か ら シ ャ ン ソ ン の 抜粋
8 .  1900年 9 月 14 日 、 管楽器協会の メ ン バ ー に よ る 演奏
1 ） グ ヴ ィ ：〈管楽八重奏曲〉 （ フ ルー ト 、 オ ー ボ エ、 2 ク ラ リ ネ ッ ト 、 2 ホ ル ン 、 2
フ ァ ゴ ッ ト の た め の ）
2 ） ピ エ ル ネ ：〈パ ス ト ラ ル ・ ヴ ァ リ エ〉
3 ） ル フ ェ ー プル ：〈組曲〉 （ フ ルー ト 、 オ ー ボエ、 ク ラ リ ネ ッ ト 、 ホ ル ン 、 フ ァ ゴ ッ
ト の た め の）
4 ） ベ ル ナ ー ル ：〈デ ィ ヴ ェ ル テ ィ ス マ ン 〉
5 ） プ ル ゴ ー ＝ デュク ド レ ー ：〈カ パ〉
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9 .  1900年 9 月28 日 、 パ ラ ン 四重奏団 ほ か
1 ）ラ ロ ： 〈 （ ピ ア ノ ）三重奏曲 イ 調〉 （作品26?)
2 ）ダ ン デ ィ ： 〈弦楽四重奏曲第 2 番〉 作品43
3 ）ゴ ダ ー ル ：2 つ の ヴ ァ イ オ リ ン の た め の 〈真夜 中〉
4 ）ル フ ェ ー プ ル ： 三重唱 曲 〈木 々 の 息 吹〉
5 ）イ ル マ シ エ ー ル 兄弟 ： ：（ 2 つ の メ ロ デ ィ ー〉
10. 1900年10月 5 日 、 ナ ド ー 四重奏団 ほ か （声楽、 ピ ア ノ 、 ク ラ ヴ サ ン な ど ）
1 ）サ ン ＝ サ ー ン ス ： 〈 弦楽四重奏曲第 1 番 ホ 短調〉 作品112
2 ）フ ォ ー レ ： メ ロ デ ィ ー 〈秘密〉 〈 ひ め や か に〉
3 ）ラ モ ー ： 〈 リ ブ リ 〉 〈無遠慮〉 〈内気〉 〈 タ ン プ ラ ン 〉
4 ）ル ヌ ヴ ー ： 〈 ノ ク チ ュル ヌ 〉 〈四月 の 悲 し み〉
5 ）ダ ン ド リ ュー ： くお し ゃべ り 〉
6 ）ダ カ ン ： くか っ こ う 〉
7 ）ク ー プ ラ ン ： 〈 目 覚 し 時計〉
8 ）フ ォ ー レ ： 〈 ピ ア ノ 四重奏曲第 2 番 ト 短調〉 作品45
9 ）サ ン ＝ サ ー ン ス ： 〈 ポ プ ラ の葉〉 〈 ア テ ネ 〉
1 1 .  1900年10月 12日 パ ラ ン 四重奏団 と ピ ア ニス ト 、 声楽家 に よ る
1 ）ダ リ エ ： 〈 ト リ オ 〉 ハ調
2 ） シ ョ ー ソ ン ： ピ ア ノ 、 独奏 ヴ ァ イ オ リ ン 、 弦楽四重奏 の た め の 〈協奏 曲 〉
3 ）ダ リ エ ：メ ロ デ ィ ー
4 ） ド リ ー プ ： メ ロ デ ィ ー
5 ）パ ラ デ ィ ー ル ： メ ロ デ ィ ー
以上の プ ロ グ ラ ム か ら 、 フ ラ ン ス ・ バ ロ ッ ク 期 の作曲家 5 人 （ ダ ン ド リ ュ一 、 ク ー プ ラ
ン 、 ダ カ ン 、 ラ モ ー 、 ル ク レ ー ル ）を 除 い て、 残 り は 19世紀以 降に生 ま れ た作 曲 家で、 特
に 同 時代 の 作 曲 家 の 比率が高い こ と が分か る 。 報告書が彊っ て い る よ う に フ ラ ン ス の 室 内
楽史を た ど っ た と は到底 い え な い プ ロ グ ラ ム で あ り 、 当然、 室内楽 コ ン サー ト に つ い て も、
オ ー ケ ス ト ラ の 公式 コ ン サ ー ト と 同様、 プ ロ グ ラ ミ ン グ に 批 判 が 集 中 し た xxviii0 プ ロ グ ラ
ム の 選定過程 の ず さ ん さ が こ こ で も 響 い た の だ っ た。
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7 . オ ルガ ン ・ コ ン サー ト
1878年パ リ 万博 に 際 し て、 カ ヴ ァ イ エ ＝ コ ル の オ ル ガ ン を 備 え た ト ロ カ デ ロ 宮の ホ ー ル
が完成 し て 以来、 パ リ の 音楽生活 に 「世俗 の オ ル ガ ン 」 と い う 新 し い ジ ャ ン ルが加わ っ た。
巨大な ト ロ カ デ ロ の ホ ー ル は音響的 な 問題が多 く 、 普通 の コ ン サ ー ト に は適 さ な か っ たが、
唯一、 オ ル ガ ン だ け は 残響 の 問題が な か っ た こ と も あ っ て、 こ の ホ ー ル で は 19世紀後 半定
期的 に オ ル ガ ン ・ コ ン サ ー ト が聞 か れ て い た 山。 万博の コ ン サ ー ト で も 、 1878年以来、 オ
ル ガ ン ・ コ ン サ ー ト は公式音楽 プ ロ グ ラ ム の一部 と し て 定着 し て い た 。 1900年パ リ 万博 の
オ ル ガ ン ・ コ ン サ ー ト は 6 月 5 目、 19 日 、 7 月 3 日 、 17 日 、 31 日 、 8 月 14 日 、 28 日 、 9 月
1 1 日 、 25 日 、 10月 9 日 の 計10回 聞 か れ た 。
今回、 入場料 は 一律0.5 フ ラ ン と い う 安価 で、 25パ ー セ ン ト 割 引 も 行 な わ れ た に も か か
わ ら ず、 平均入場者 は 1 , 120人 に 過 ぎ な か っ た。 ホ ー ル の 4 分 の l も 埋 ま ら な か っ た 計 算
に な る 。 し か も な お 、 万博前 に 行 わ れ た 修理 に は6000 フ ラ ン が か か っ た。 そ し て 、 そ の 修
理費を 除 い て も な お、 オ ル ガ ン ・ コ ン サ ー ト 全体の収支 は 、 以 下 の よ う に 、 5, 128 フ ラ ン
70サ ン チ ー ム の 赤字 と な っ た 刷。
20年前 に は大 き な反響を集め た万博の オ ル ガ ン ・ コ ン サ ー ト で あ る が、 今回 は ま っ た く
新味が な か っ た。 オ ル ガ ン ・ コ ン サ ー ト の場合、 プ ロ グ ラ ム の 選定 に は、 フ ラ ン ス の 作品
に 限 る と い う 規制 は な く 、 古今東西 の 作 品 を 自 由 に 組む こ と が で き た。 そ の 結果、 以下 に
示す よ う に、 各国の コ ン サ ー ト で は、 オ ル ガ ン 独奏だ け で な く 、 さ ま ざ ま な 楽器が参加 し
て雑多 な ジ ャ ン ル の 作 品 が組 ま れ て い た が、 そ れ で も 聴衆を ひ き つ け る に は 至 ら な か っ た。
以下、 オ ルガ ン ・ コ ン サ ー ト の 総収支 と 各回 の プ ロ グ ラ ム を 掲 げ て お く 。
・10 回 の オ ル ガ ン ・ コ ン サ ー ト の 収支同
入場料総計 1 , 521 フ ラ ン30
支 出 オ ル ガ ン 使用 1 ,000 
会場 警備 な ど 5,650 
差 し 引 き - 5 , 128 フ ラ ン 70
1 900年パ リ 万博公式オ ルガ ン ・ コ ンサー ト の曲目一覧削”
1 .  1900年 6 月 5 日 オ ル ガ ン 独奏 ： マ ル テ ィ （国立盲学校教授、 サ ン ＝ フ ラ ン ソ ワ ＝
グ ザ ピ、エ教会オ ルガ ニ ス ト ）
1 ） ヴ ィ ド ー ル ： 〈交響曲第 3 番〉 か ら ア ン ダ ン テ ィ ー ノ と ユニ ネ ッ ト
2） メ ン デ ル ス ゾ ー ン ： 〈 ソ ナ タ 第 1 番〉 か ら ア ダ ー ジ オ
3 ） フ ラ ン ク ： 〈幻 想 曲 ハ 長調〉
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4 )  J. s .バ ッ ハ ：ヴ ァ イ オ リ ン の た め の 〈 ア リ ア〉
5 ）マ ルテ ィ ： 〈鐘〉
6 ）マ ルテ ィ ： 〈 プ ルタ ー ニュの ノ エ ル〉
7 ）マ ルテ ィ ： 〈 カ ン ツ ォー ナ 〉
8 ）マ ルテ ィ ：プロヴ ァ ン ス の ノ エ ル〉か ら ス ケ ルツ ェ ッ テ ィ ー ノ
2 .  1 900年 6 月1 9日 オ ルガ ン 独奏： ト ゥルヌ ミー ル （ サ ン ト ＝ クロテ イ ル ド教会オ ル
ガニス ト ）
1 )  J .S .バ ッ ハ ： 〈 ト ッ カ ー タ と フ ー ガニ短調〉
2 ）デュポワ ： 〈 フ ィ ア ッ ト ・ ル ッ クス 〉
3 ）フ ラ ン ク： 〈 コ ラ ー ルロ短調〉、 〈パ ス ト ラ ー ル〉
4 ）ヴ ィ ド ー ル： 〈 ト ッ カ ー タ 〉
5 ）ギ ルマ ン ： 〈 ソ ナ タ 第 5 番〉
6 ） ド ・ ラ ・ ト ン ベ ル： 〈ベアル ヌ 狂詩曲 〉
7 ）ヴ ィ エ ルヌ ： 〈パ ス ト ラ ー ル〉
8 )  s .ルソ ー ： 〈二重 の テ ー ム ・ ヴ ァ リ エ〉
9 ）ダ リ エ ： 〈 イ ン ・ デオ ・ カ リ タ ス 〉
10） ト ゥルヌ ミー ル： 〈アダ ー ジ オ 〉と 〈 ス ケ ル ツ ェ ッ ト 〉
3 .  1 900年 7 月3 日 、 オ ルガ ン 独奏：エ ラ ン J . Haelling （ルー ア ン 大聖 堂 オ ルガニ ス
ト 、 サ ン ＝ テ ヴォー ド ・ メ ー ト リ ー ズ教授）
1 ）ギ ル マ ン ： 〈 ソ ナ タ 第 5 番〉か ら レ シタ テ ィ ー フ 、 コ ラ ー ル、 フ ー ガ
2 )  J .  s .バ ッ ハ ： 〈 ト ッ カ ー タ へ調 〉
3 ）ヴ ィ エ ルヌ ： 〈交響曲 第 1 番〉か ら ア レ グロ ・ ヴ ィ ヴ ア ー チ ェ
4 ）クラ イ ン Klein： 〈膜想〉
5 ）サ ン ＝ サー ン ス ： 〈 プルタ ー ニュ狂詩曲〉
6 ）ヴ ィ ド ー ル： 〈教 皇行進曲 〉
7 ）デ ィ アズ Diaz： 〈 ト ゥー レ の王 の 杯〉
8 ）マ ッ セ Mass岳： レ ・ セ ゾ ン
9 ）メ ユー ル： 〈 ジ ョ ゼフ 〉か ら デュオ
10）ヴ ァ ー グ ナ ー ： 「夢」、 〈 タ ン ホ イ ザー 〉か ら 「祈 り 」
1 1 ）エ ラ ン ： 〈前奏曲 〉
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4 .  1 900年 7 月17 日 オ ルガ ン 独奏：ヴィ ド ー ル （パ リ 音楽 院教 授、 サ ン ＝ シ ュル ピ ス
教会オ ルガニス ト ）
1 ）ヴ ィ ド ー ル： 〈第 5 交響曲〉
2 )  J. s . バ ッ ハ ：〈幻想曲 とフ ー ガ〉 ト 短調
3 ）ヴ ィ ド ー ル： 〈第10交響曲〉 「ロー マ 風」
5 .  1 900年 7 月31 日 オ ルガ ン 独奏：ギルマ ン （パ リ 音楽 院教 授、 ト リ ニテ 教会およ び
パ リ 音楽 院演奏協会オ ルガ ニス ト 、 ト ロカ デロ ・ オ ルガ ン ・ コ ン サー ト 創立者）
声楽作品 も 含 むプログ ラ ム
1 ）ギ ルマ ン ： 〈 ソ ナ タ 第 5 番〉
2 )  J. s . バ ッ ハ ： 〈前奏 曲 と フ ー ガ 変 ホ 調〉
3 ）フ ラ ン ク ： 〈 フ ィ ナ ー レ 〉 変ロ調
4 ） シ ョ ベChauvet : ＜ ア ン ダ ン テ ィ ー ノ ・ コ ン ・ モー ト 〉
5 ）ボ エ リ ー ： 〈 フ ー ガヘ短調〉
6 ）サロメ Th. Salome : ＜ 子 守歌〉
7 ） ク レ ラ ン ボ ー ： 〈前奏曲〉
8 ）へ ン デル： 〈ユダ ス ・ マ カ ベ ウス 〉 か ら レ シ タ テ ィ ー フ とエ ー ル
9 ）バ ッ ハ ：＜Cantate pour tous les temps）か ら レ シ タ テ ィ ー フ とデュオ
10）ラ モー ： 〈 ダ ルダ ニュス 〉 か ら レ シ タ テ ィ ー フ とエ ー ル
6 .  1 900年 8 月14 日 オ ルガ ン 独奏：マ オ ー M. A. Mahaut （ ト ロカ デロ ・ フ ラ ン ク ・
コ ン サー ト の創立者）
1 ）フ ラ ン ク ： 〈 コ ラ ー ルホ 長調〉
2 ）マ ルテ ィ ： 〈晩鐘〉 〈パ ス ト ラ ー ル〉
3 ）ルベ ルLebel : ＜未刊 のカ ン テ ィ ク ムに よ る変奏曲〉
4 ） シ ュー マ ン ： 〈 カ ノ ン 形式の練習曲〉
5 ）メ ン デ ルス ゾー ン ： 〈 ソ ナ タ 第 4番〉 か ら フ ィ ナー レ
6 ）ギ ルマ ン ： 〈葬送行進曲〉 〈天使の歌〉
7 ）へ ン デル： 〈 メ サイ ヤ〉 か ら エ ー ル
8 ） ピ エ ルネ ： 〈 ヤ ン テ ィ ス 〉 の歌
9 ）ぺ リ ルー ： 〈馬槽の聖母〉
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10）サ ン ＝ サ ー ン ス ： 〈鐘〉
1 1 ）ス ナ イ ユ (1687) ： 〈 ソ ナ タ ト 長調〉
12) J. s. バ ッ ハ ： 〈 サ ラ バ ン ド、 プ レ ー 、 メ ヌ エ ッ ト 、 ガ ヴ ォ ッ ト 〉 （ ヴ ァ イ オ リ ン 独
奏 ）
13) J. s. バ ッ ハ ：オ ル ガ ン 曲集第 2巻か ら 〈 フ ー ガ ト 長調〉
7 .  1900年 8 月 28 日 オ ル ガ ン 独奏：ジ グー （サ ン ＝ ト ー ギュス タ ン 教会オルガニス ト 、
博覧会公式 コ ン サ ー ト オ ル ガニス ト ）
1 )  J. s. バ ッ ハ ： 〈 ト ッ カ ー タ と フ ー ガニ短調〉
2 ）メ ン デル ス ゾ ー ン ： 〈 ソ ナ タ ヘ調〉
3 ）フ レ ス コ パ ル デ ィ ： 〈エ レ ヴ ァ ツ ィ オ の た め の ト ッ カ ー タ 〉
4 ）へ ン デル： 〈 ガ ヴ ォ ッ ト ト 短調〉
5 )  J. s. バ ッ ハ ： 〈 ト ッ カ ー タ へ調〉
6 ）ボ エ ル マ ン ： 〈 ゴ シ ッ ク 組曲 〉
7 ）サ ン ＝ サ ー ン ス ： 〈 プ レ リ ュー ド と フ ー ガ変 ホ調〉
8 ） ジ グ ー ： 〈豊作祈願行進曲〉
9 ） ジ グ ー ： 〈 ト ッ カ ー タ ロ 短調〉
10 ） ジ グ ー ： 〈 グ ラ ン ・ ケ ー ル ・ デ ィ アロ ゲ〉
8 .  1900年 9 月 11 日 、 オ ル ガ ン 独奏：ヴ ィ エ ル ヌ （ ノ ー ト ル ・ ダ ム 大聖堂オルガニス ト 、
博覧会祝祭大 ホ ー ル ・ オ ル ガ ニス ト ）声楽家が 協力
1 ) へ ン デル： 〈涙 の 流れ る ま ま に 〉
2) J. s. バ ッ ハ ： 〈 ク リ ス マ ス ・ オ ラ ト リ オ〉 か ら 「子 守歌」
3 ）サ ン ＝ サ ー ン ス ： 〈結婚の祝福〉
4 ）ヴ ィ ド ー ル ： 〈オ ル ガ ン 交響曲第 5 番〉
5 ） ト ゥル ヌ ミ ー ル ： 〈アダー ジ オ 〉
6 ）ギル マ ン ： 〈 膜想〉
7 ）フ ラ ン ク ： 〈 フ ィ ナ ー レ 〉
8 ）ヴ ィ エ ル ヌ ： 〈 交響曲第 1 番〉 か ら 抜粋
9 .  1900年 9月25日、 オ ル ガ ン 独奏：デ ラ ン ド ル Deslandres （ オ ル ガ ニス ト ・ 作 曲 家 、
パ テ ィ ニ ョ ー ル の サン ト ＝ マ リ ー 教会の楽長 ）、 7 人 の 声楽家が協力
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1 ）デ ラ ン ド ル ： 〈勝利 の 行進曲〉
2 ）デ ラ ン ド ル ： 〈 オ フ ェ ル ト リ ウム イ 調〉
3 ）デ ラ ン ド ル ： 〈 ガ ヴ ォ ッ ト ＝ ポ ン パ ド ウー ル〉
4 ）デ ラ ン ド ル： 〈幻想曲〉
5 ）ギ ル マ ン ： 〈葬送行進曲〉
6 ）ギル マ ン ： 〈天使 の 歌〉
7 ) メ ン デル ス ゾー ン ： 〈 ソ ナ タ 第 1 番〉 か ら アダ ー ジ ョ
8 ）デ ュボ ワ ： 〈 ト ッ カ ー タ 〉
9 ） レ メ ン ス ： 〈 ホ ザ ン ナ〉
10）ル フ ェ ー プル ： 〈 グ ラ ン ・ ク ー ル〉
1 1 ）デ ラ ン ド ル ：オ ペ ラ ・ コ ミ ッ ク 〈 マ ル ス と フ ェ ー ビュス 〉 か ら 抜粋
12）デ ラ ン ド ル ： 〈ハ ー モ ニー讃歌〉
10. 1900年10月 9 B 、 オ ル ガ ン 独奏：ダ リ エ （サ ン ＝ ト ゥ ス タ ー シュ教会オ ルガニス ト ）
1 ）ダ リ エ ： 〈 イ ン ・ デオ ・ カ リ タ ス 〉
2) J. s. バ ッ ハ ： 〈パ ッ サ カ リ ア〉
3 ） ジ グ ー ： 〈 ト ッ カ ー タ 〉
4 ）ヴ ィ ド ー ル ： 〈交響曲第 8 番〉 か ら モ デ ラ ー ト ・ カ ン タ ー ビ レ
5 ） ト ゥ ル ヌ ミ ー ル ： 〈アダー ジ オ 〉
6 ）マ ル テ ィ ： 〈晩鐘〉
7 )  s. ル ソ ー ： 〈悲歌〉 と 〈子守歌〉
8 ）サ ン ＝ サ ー ン ス ： 〈 プ レ リ ュー ド と フ ー ガ〉
9 ）ギ ル マ ン ： 〈膜想〉
10）シュ ト ル ツ Stolz : （プ レ リ ュー ド〉
1 1 ）デュボ ワ ： 〈勝利 の 幻想曲〉
こ こ で は詳述す る 余裕 は な い が、 1900年万博の 公式オ ル ガ ン ・ コ ン サ ー ト の プ ロ グ ラ ム
構成 は 、 1878年パ リ 万博 と 比べ て も 、 89年 ノfリ万博 と 比べ て も 、 は る か に 雑多 で あ り 、 プ
ロ グ ラ ム に 明確な 意 図 が見 ら れ な L 、。 例 え ば78年博で は 、 公式オ ル ガ ン ・ コ ン サ ー ト に は
外 国 の オ ル ガニス ト も 参加 し 、 お 国 ぷ り を 披露 し た が、 1900年万博で は プ ロ グ ラ ム に 新 し
い工夫 は な く 、 小曲 が多 く 組 ま れ て い る こ と が特徴で あ る 。 こ れ は 聴衆 を 退屈 さ せ な い た
め の 措置で あ っ た と 考 え ら れ る 。
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8 . オ ル フ ェ オ ン、 金管合妻、 吹奏楽の フ z ス テ ィ ヴァ ル と コ ン サ ー ト
オ ルフ ェ オ ン 、 金管合奏、 吹奏楽の フ ェ ス テ ィ ヴ ァ ルと コ ン サー ト は 1867年以来、 パ リ
万博 に は欠 か せ な い 伝統 的 な ジ ャ ン ルだ っ た。 フ ラ ン ス で は 1 9世 紀後 半、 アマ チ ュア音楽
運動が民衆 の 聞 で 非常 に さ かん に な り 、 そ の 数 は20世紀初め に フ ラ ン ス 全 土で 1000団 体に
達 し た。 し か し 、 芸術的 な 水準は概 し て 凡庸で、 1 9世紀後半に な る ほ ど、 「芸術音楽」 と
の 距離は 聞 い て い っ た 凶。
1 900年パ リ 万博 で は 、 外 国 か ら ウ ィ ー ン ・ ジ ン グアカ デ ミ ー を は じ め、 多 く の アマ チ ュ
アの す ぐ れ た 合 唱 団 体が訪れ コ ン サー ト を 聞 い た が、 フ ラ ン ス の オ ルフ ェ オ ンと 比較 し て
論 じ た 音楽批評 は ま っ た く 見 当 た ら な い。 両者は完全 に 異な る ジ ャ ン ルと し て み な さ れ て
い た 。
今回 の 万博で も 、 オ ルフ ェ オ ン 、 金管合奏、 吹奏楽の フ ェ ス テ ィ ヴ ァ ルと コ ン サー ト は
完全 に 前例 に 従っ て 組織 さ れ た 。 こ の委員会の構成 メ ン バ ー を 掲 げ て お く xuiv0
・ォルフ ェ オ ン 等 フ ェ ス テ ィ ヴ ァ ルと コ ン サー ト 委員会構成 メ ン バ ー
芸術局 官僚 1 
パ リ 音楽院教授 1 
音楽教 育視学官 2 
ギ ャ ル ド ・ レ ピ ュプ リ ケ ー ヌ 指揮者 1 
ギ ャ ル ド ・ レ ピ ュプ リ ケ ー ヌ 元指揮者 1 
作曲家 12 
書記 1 
コ ン サー ト 委員会 と 比較 し て み る と 、 こ の委員会 に は パ リ 音楽 院の 教授が 1 名だけ し か
加 わ っ て い な い こ と 、 ま た、 芸術アカ デ ミ ー の メ ン バ ー が ま っ た く 含ま れ て い な い こ と が
分か る 。 す な わち、 「芸術音楽」 と オ ルフ ェ オ ン 等の音楽が重 な る 要素が 少 な か っ た こ と
が よ く 表れ て い る 。 実際の メ ン バ ー は 以下の 通 り だ っ た。
J. ピ ゼー （書記 ）、 ボ ル ド、 カ エ ン、 カ ノ ピ一 Cano旬、 シ ャ ピ ュイ Cha puis （ 報告 者 ）、
コ カ ー ル、 ガ ス テ イ ネ ル、 ジ ョ ナ ス Jonas、 ルフ ェ ー プル、 ルルー、 マ レ シ ャ ル、 マ ルモ
ン テ ル Marmontel、 パ レ ス Pares、 ペ サー ル Pessard、 ヴ ェ ッ ケ ルラ ン We ckerlin、 ヴ ェ
ト ジ ュ Wetge（副委員長 ）、 ヴ ォ ルムゼル、 ウデ ィ ノ Oudinot、 ロラ ン ・ ド ・ リ ルLaurent
de Rille （委員長 ・ 歌唱 視学長官）
こ う し て 、 さ ま ざ ま な イ ベ ン ト が行な わ れ た が、 内 容的 に は 毎年の フ ェ ス テ ィ ヴ ァ ルや
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コ ン ク ー ル と 大差 が な く 、 万博な ら で は の試み は ほ と ん ど見 られ な か っ た。 こ の 部門全体
で の 支 出 は21 , 136 フ ラ ン20サ ン チ ー ム。 入場料 は 1 フ ラ ン と 0 .5 フ ラ ン に 設 定 さ れ 、 平 均
入場者数 は 1 ,787人 と い う 結果 に な っ た m。 5000人収容 の ホ ー ルの 約 4 分 の 1 し か 埋 ま ら
な か っ た こ と に な る 。
・ォルフ ェオ ン の コ ン ク ー ルと フ ェス テ ィ ヴ ァ ル
オ ルフ ェオ ン の フ ェステ ィ ヴ ァ ルは 1900年 7 月22日 開催 さ れ た。 ダ ン ベ の 指揮 に よ り 、
百貨店「ボ ン ・ マ ルシェJ の合奏団が協力 し て、 総計1800人以上の 参加者が集 ま っ た。 翌
23 日 、 フ ラ ン ス の 17団体が参加 し て コ ン ク ー ルが開催 さ れ、 優秀部門で は ヴ ァ ラ ン シエ ン
ヌ の 団体 Les or pheoniste valen ciennois が、 上級部門で は ポ ー の 団 体 La Lyre Daloise 
が受賞 し た。
そ れ に 先立ち、 1900年 6 月10 日 に は マ チ ネ ・ ミ ュジ カ ルが聞か れ、 委員会委員長 リ ルの
指揮 に よ り 、 ソ ー と サ ン ＝ ド ニ地区の 学校か ら 参加 し た900人の 児童が 演奏 し た 。 7 月 8
日 に は 、 パ リ 市オ ルフ ェオ ン （3500人の 大人 と 子 供、 男女、 A. シャ ピ ュイ 指揮） に よ る
マ チ ネ ー が聞 か れ た 。
・金管合奏、 吹奏楽の コ ン ク ー ルと フ ェス テ ィ ヴ ァ ル
金管合奏 と 吹奏楽 に 関 し て は、 1900年 8 月15 日 、 ま ず 国際 フ ェ ス テ ィ ヴ ァ ルが パ レ ス
（ギャル ド ・ レ ピ ュプ リ ケ ー ヌ 指揮者） の 指揮 に よ っ て行な わ れ、 翌 16 日 、 フ ラ ン ス の 5
団体が参加 し て コ ン ク ー ル、 さ ら に 、 17 日 と 19 日 に もフ ェス テ ィ ヴァルが 行 な わ れ た。
ま た、 7 月に は 2度に わ た り 、 軍楽隊フ ェス テ ィ ヴ ァ ルが行な わ れ た。
こ の よ う に 、 オ ルフ ェオ ン 、 金管合奏、 吹奏楽 に 関 し て も、 さ ま ざ ま な イ ベ ン ト が実施
さ れたが、 新 し い試 み は一切な か っ た。 「x. . . 氏」 は こ の セ ク シ ョ ン の 委 員 会 に つ い て
も、 次の よ う に 鋭い 批判を行 な って い る 。 そ れ に よれば、 こ の 委員会 は オ ー ケ ス ト ラ ・ コ
ン サ ー ト と 同 様の 使命をもって い たは ずで、 曲目に つ い て も フ ラ ン ス 声楽史を展示す る よ
う な 、 す べ て の 「時代」 を代表す る 作品 を選ぶべ き で あ っ た と い う の で あ る 。 「x . . . 」 氏
に よれ ば、 3 万 フ ラ ン の 予算が オ ルフ ェオ ン だ け に 使用で き る こ と が分 か って い たに もか
か わ ら ず、 委員長 リ ルはセ ー ヌ 県の オ ルフ ェオ ン を使え ば安上が り であ る と 提案 し、 そ れ
が採用 さ れ た と い う 。 委員会内 部 で は 、 オ ルフ ェオ ン に よ っ て 「歴史的 コ ン サ ー ト 」 を企
画でき ると い う 考え はまっ た く 浮かばず、 曲目選定 に 当 た っ て 、 フ ラ ン ス音楽史 と い う 観
点はほ と ん ど無視さ れ て し ま っ た 。 結局、 委員会 は 1889年の 規則 をひと つ ひと つ検討 し 、
少々修正を加 え る に と どまっ た。 し かも、 参加 団体の枠を広 げ る こ と さ え行 な っ た。 そ し
て 、 コ ン クー ルや フ ェステ ィ ヴ ァ ルの 細 則 の 検討 に 多 く の 時聞 を費や し 、 選 曲の 理由は 示
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さ れ な か っ た、 却、 う の が 「x . . . 」 氏の主張で あ る 吋。 確か に 、 参加 団 体 の 枠に つ い て
は 、 そ の 水準を維持す る た め、 優秀団 体絞 り 込 む必要が あ る と い う の が、 89年の 公式音楽ー
プ ロ グ ラ ム に つ いて の 反省点と な っ て い た が、 そ れ と 逆行す る 措置で あ っ た。
9. 会議
1900年 の パ リ 万博で は 、 89年万博 に ひ き つ づ い て 、 国 際会議が 聞 か れ た 。 「19世紀 の 総
決算」 が万博の テ ー マ だ っ た こ と か ら 、 宗教 ・ 政治 を 除 く 12部門で 8 万人 の 参加 者 を 集 め
て さ ま ざ ま な 学術会議が聞 か れ た m九
・万博音楽国 際会議
1900年 6 月 14 日 か ら 18 日 に か け て、 パ レ ・ デ ・ コ ン グ レ で行 な わ れ た も の で、 デュボ ワ
と ダ ン デ ィ が か わ る が わ る 座長 を 務め た 。 こ の会議で は、 17 の 点が ピ ッ ク ア ッ プ さ れ、 4
つ の グ ル ー プ に 分 け て 議論がか わ さ れ た 。
A. 教 育 指揮 の ク ラ ス の創設
オ ル フ ェ オ ン な どアマ チ ュアの 団体を発展 さ せ る こ と
メ ー ト リ ー ズの 再編 に つ い て
B. 楽器
c. 書法 と 音楽実践 記 譜法 の 問題
D . そ の他 助成劇場 に お ける 国家の役割l
・音楽史会議
1900年 7 月23 日 か ら 31 日 に か け て、 オ ペ ラ 座図書館で音楽史会議が 聞 か れ 、 「音楽史」
と 「音楽美学 と 実践的 な 改革」 に つ い て 討議 さ れ た 。 委 員会の メ ン バー は サ ン ＝ サ ー ン ス
が名誉委員長、 プル ゴ ー ＝ デュク ド レ ー が委員長、 テ ィ エルソ が 副委員長、 ロ マ ン ・ ロ マ
ン が書記 を 務め た。 ま た、 こ の 会議 に 付 随 し て、 7 月28 日 、 テ ィ エ ル ソ と シ ャ ルル ・ ボ ル
ド が組織 し た歴史的音楽会 が 聞 か れ、 作曲家の 自 筆 譜の 展覧会 も 行な わ れ た。
10. 結び
1900年11月初め、 パ リ 万博 は 閉会式 を 迎えた。 閉会式 は 〈マ ル セ イ エ ー ズ〉 で 始 ま り 、
ビゼ ー の 〈祖国〉 が 演奏 さ れ た 後、 (20世紀の歌〉 が ク ラ ル テ ィ ー M. J. Claretie の 演 出
で歌わ れ た 。 (20世紀 の 歌〉 は メ ユ ー ル の音楽 に 別 の 歌詞 を つ け た も の で、 歌詞 は アカ デ
ミ ー ・ フ ラ ン セ ー ズ会員 ド ・ ポルニ エ M. de Hornierの手 に な る も の だっ た 皿叫。 そ の 後 、
グ レ ト リ の 〈獅 子親王 リ シ ヤー ル〉 か ら の抜粋が演奏 さ れ た。 従 っ て、 こ の 閉会式 の 音楽
は フ ラ ン ス 音楽で 固 め ら れ、 し か も 「祖国J に重点が置か れ て い た わ け だ が 、 ( 20世紀 の
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歌〉 が新作で は な く 、 100年前 の メ ユー ル の音楽 に 別 の 歌調を つ け た と い う 行為 が そ の ま
ま 、 万博 に お け る フ ラ ン ス 音楽の 公 式 プ ロ グ ラ ム の 衰退を物語 る も の だ っ た。 お り し も 、
19世紀を通 じ て変 わ ら な か っ た フ ラ ン ス 音楽の権力構造 に ひ びが入 り 、 そ れ ま で絶対的優
位を誇 っ て き た パ リ 音楽院に対 し て ス コ ラ ・ カ ン ト ル ム が対抗する だ け の 力 を た く わ え 、
パ リ の 音楽地図 は 大 き く 姿 を変え よ う と し て い た。 そ の 中 で、 1900年 ノf リ 万博 の 公式音楽
の コ ン サ ー ト は、 準備不足 も あ っ て、 な か ば失敗 に 終わ り 、 こ の 万博 の 共通 目 的 で あ る フ
ラ ン ス の歴史を音楽面か ら 振 り 返 る こ と は ほ と ん どで き な か っ た。 フ ラ ン ス音楽を プ ロ モ ー
ト す る と い う 公式 プ ロ グ ラ ム の 意味は 1900年 ノf リ 万博で は 失 わ れ て し ま っ た の で あ る 。
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